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菅 楯 彦 画　 藤 沢 南 岳 賛「猿 田 彦」
　近代の大阪を代表する画家菅楯彦が描くところの「猿
田彦」に、これまた大阪を代表する漢学者藤沢南岳が賛
を加えた作品。
　菅楯彦（1878～1963）は、鳥取県倉吉の生まれ。長年
大阪に住み、晩年は「浪速御民」と署名した。本業の画
業はいうまでもなく、舞楽・文楽・祭礼・風俗など大阪
の文化を研究する一方、「天神祭・住吉祭・生玉祭など
の復興に寝食を忘れて奔走し」（『大阪人物事典』）、昭和
37年、最初の大阪名誉市民の栄誉を受けた。
　藤沢南岳（1842～1920）は香川県高松の生まれ。明治
維新後、大阪に出て父藤沢泊園の跡を受けて、淡路町の
泊園書院を主宰。懐徳堂閉校後、欧米思潮が強まる大阪
にあって、漢学精神の復興を訴えた。「時に近畿を巡遊
して講演、学名四海に聞こえ」（『大阪人物事典』）、その
足跡は扁額や書軸、蔵書、碑文、さらに道明寺天満宮の
釈奠祭として大阪府下に広く残されている。
　賛の脇に「七三翁南岳」と署名されていることから、
南岳73歳、大正３年（1914）の作品。この時楯彦は37歳
で、親子以上に歳の離れた二人が、「猿田彦」を共有し
ている。
　猿田彦の上部に書かれた賛は、「宜導神威々自薫風暖
日馬嘶高」と読め、祭礼に登場した猿田彦を詠み、描い
たものではないかと想像されるが、大田南畝『蘆の若
葉』（1801年）につぎのような証言がある。「ややありて
鼻高き面きたる猿田彦の神馬にのりてわたる」（６月17
日御霊社祭礼）、「かの猿田彦の神馬に乗りてわたる」
（21日仁徳天皇稲荷明神祭礼）、「次に猿田彦の面きて装
束し、馬上にてわたる」（22日座摩社祭礼）。本作の猿田
彦も、たしかに鼻が高く、想像を逞しくさせるものがあ
る。
　以上のことから、大阪の夏祭りに登場する猿田彦を題
材に共有することで本作品がなったのではないかと推測
される。
 （総括プロジェクトリーダー　藪田　貫） 菅楯彦画　藤沢南岳賛「猿田彦」
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明 治 期 に お け る 大 阪 名 所 資 料
　江戸時代後期、名所見物への関心が高まった結果、名所に関する出版物が多く生み出された。それらは
『摂津名所図会』に代表される名所の故事来歴を記した地誌類、『浪花百景』のように風景を絵画的に描いた
錦絵、また、大坂市中の見所や有名商店を紹介した簡便な一枚摺など、多様な形式をみせる。
　ここに紹介する３点も、江戸時代から続く、名所に関する出版物に連なる資料である。折本・双六と、そ
れぞれの形式は異なるが、名所という視点から分析することで、大阪における名所の変遷や風景の変化が明
らかになるだろう。
『浪花新景』　縦18.0×横6.0（㎝）折数 44折
　明治維新後の新たな「浪花十景」を描いた木版摺の折本である。
表紙の題箋を欠くが、第１図と第２図に「浪花新景」とあるため、
これを書名とした。十景の内容は以下の通りである。
　　①川崎鋳造場　②松島船座敷　③松島松鶴楼　④川口運上所
　　⑤安治川伝信機局　⑥川口目印山　⑦新橋外国館　⑧中之島
　　⑨東堀鉄橋　⑩淀川蒸気船
　明治４年２月、天満川崎に開業した造幣局（川崎鋳造場）は、淀
川を運行する蒸気船とともに、新しい時代を象徴する風景として、錦絵の格好の題材となった。また、付近
の大川両岸は江戸時代後期からの桜の名所である。「川崎鋳造場」の図は、桜並木のなかに鋳造所の煙突が
そびえ立つ新しい大阪の風景となっている。
「大阪名所新画図」　縦37.6×横52.5（㎝）明治24年（1891）
　江戸と明治、新旧50ヶ所の名所が入り混じった銅版画である。
「ふりだし」や「上がり」はないが、双六の形式をとり、それぞれ
の升目に風景が描かれている。
　明治３年、大阪初の鉄橋として生まれ変わった高麗橋を始め、帆
船通行用の跳ね橋となっていた千代崎橋など、７つの鉄橋が新名所
として登場する。なかでも、明治21年に鉄橋となった天神橋と天満
橋が中央に大きく配置される。「十三川春景」図には、明治16年に
操業を開始した大阪紡績会社の煙突からのぼる煙が描かれ、近代都
市へと変貌を遂げる大阪の姿がうかがえる一枚である。
「大日本大阪名所廻双六」　縦39.1×横54.3（㎝）明治31年（1898）
　生國魂神社を「ふりだし」に、新旧32ヶ所の大阪名所を双六形式
で紹介する。「上り」は「大阪鎮台古景」。大阪鎮台は明治21年に第
四師団と改称された。明治23年に開設された城東練兵場も描かれて
いる。また双六の欄外には、高麗橋から各名所への里程が記されて
いる。
 （祭礼遺産研究プロジェクトR.A.　内海寧子）
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幕 末 か ら 明 治 期 の 買 物 案 内
『商人買物独案内』１冊　縦11.9×横18.6（cm）　慶応３（1867）補刻　浪華書林松岡栄作ほか６肆
『浪華名所智掾』１冊　縦12.2×横18.3（cm）　明治18（1885）版　金石堂古鹿利兵衛ほか４肆
　いずれの資料も大阪市中の店を紹介した書物である。
　『商人買物独案内』は約280種の業種をいろは順に分類している。一方『浪華名所智掾』は、「上町之部」
「船場之部」「島ノ内之部」といった地域別の分類をしている。いずれも読者の利用の便を考えてのことであ
ろう。
　本文には店の名前や所在地、品物の種類などが掲載されている。版面や掲載内容には相違があり、店によ
っては店頭の様子が描かれているものもある。近世末期から近代における大阪の商業を知る上で、いずれも
有用な資料である。
　さらに『浪華名所智掾』は、「有名諸大家」「能狂言」などの項目を立て、当時大阪にいた文化人の名前を
羅列している。近代大阪の文化的環境の一端を知ることができ、貴重である。
商人買物独案内
浪華名所智掾 漢学・詩文学の大家として藤澤南岳
の名前が紹介（『浪華名所智掾』）
〈紹介資料収集年月〉
菅楯彦画　藤沢南岳賛「猿田彦」　平成18年２月　　浪花新景　　　　　　　　　　　 平成19年１月
大日本大阪名所廻双六　　　　　 平成18年６月　　商人買物独案内　　　　　　　　 平成19年１月
大阪名所新画図　　　　　　　　 平成18年６月　　浪華名所智掾　　　　　　　　　 平成19年１月
（学芸遺産研究プロジェクトR.A.　松本　望）
